












































































































































冑 6 ×1飯 ??????、? 、????
紫 7 xlO
奴 8 xlが
X109'二
金 過％
銀 土10％
望眠も
回蚕えを麺く
Fig.2テキストデータの配置の様子
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動画データはiPadにて撮影し，内蔵アプリケーションiMovieにて音声，テロップの編
集を行った.動画編集にあたっては,可能な限り短編(およそ60秒以内)になるよう心掛け，
測定器の各動作(例えば初期設定や結線方法など)で区切りをつけ重要な事項は拡大し2画
面にするなど，受講者が飽きずに閲覧できるよう工夫した.Fig.3に埋込動画再生の様子
を示す．
Fig.3埋込動画再生の様子
また，動画の配置はテキストデータ同様でドラック＆ドロップで完了する
23電子教材の配布および活用
電子教材の配布にあたっては，以下の4通りの方法が考えられる．
(1)Apple社のiBooksストアにて公開し，受講者に電子教材をダウンロー ドしてもらう
（2）インターネット上に公開し，受講者に電子教材をダウンロードしてもらう
（3）受講者のiPadをUSB接続し，電子教材を転送する
(4)MDM(MobileDeviceManagement)を使用し，受講者のiPadへ格納する
受講者の負担を考盧し(4)で配布を実施した．この配布方法は,MDMサーバ上に電子教
材をアップロードし，対象となる受講者を選択するコマンドで完了する．電子教材を受講
者側でダウンロードするなどの操作は一切不要であり，対象となる受講者のiPadがWi-Fi
通信エリアに入ることで強制的にiBooksに格納される仕組みである．
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iBooksAuthOrを用いた工学基礎実験用電子教材の|ﾙ1発
配布は実験開講の1週間前に実施し，事前に電子教材内容を確認しておくように指導し
た．実験時間内では，測定器操作の不明点などを動画で再確認する光景が多くみられた．
Fig.4に電子教材活用の様子を示す．
Pユ●
■実験1-2
図9の回路モブレットボードに作成し、各抵抗の瑠子
聞可圧及び電津の竃淀Iを海定してみよう．
図9実験1.2の回路
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Fig.4電子教材活用の様子
3．まとめ
iPadを使用したデジタル教材と聞くと，専門家でなければ作成できないと認識されがち
であるが,PowerPointとiPadを日常的に活用できる方であれば作成の敷居は非常に低く，
その活用効果が高いことが分かった．
実験後のアンケートによると90%以上の受講者が「従前の資料よりも分かりやすい，使
いやすい｣,｢動画の解説により事前,振り返り学習ができた｣,｢ほかのﾃｰﾏでも採
用してほしい」などの肯定的な意見を得る結果となった．
今後は,HTML,Javaの埋込機能を活用し，学内LMSとの連携機能を実装していきたい
と考えている．
文献
[1]Apple社iBooksAuthor公式ドキュメントhttps://www.apple.comlip/ibooks-author/
[2]AppleEducationiBooksAuthorスター ターキット
-141-
